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論文内容の要旨
(研究目的)
動物はある特定の味を嫌悪する学習行動(味覚嫌悪学習)を示す。これは動物が過去に味わったことのない食物を
摂取し，その後で胃腸障害など体内不快症状が生じると，その食物の味と不快感とを連合学習し以後の摂取を拒否
するようになる現象である。現在，昧の記憶のメカニズムはほとんど解明されていない。本研究では脳局所破壊動物
に対してこの味覚嫌悪学習の形成能を調べ，脳のし、かなる部位が味の記憶に関与しているかを明らかにすることを目
的として実験を行った。また，行動実験の結果をもとに各部位間の神経連絡様式を解剖学的実験により検索するとと
もに，電気生理学的実験により嫌悪学習前後でのニューロン応答様式の変化もあわせて検索し，味覚嫌悪学習の中枢
機構を考察した。
(研究方法)
実験は，行動実験，解剖学的実験，慢性記録実験に分けて行った。いずれの実験にも体重250-300 g の Wistar 系
雄性ラットを用いた。
実験 1 (行動実験) :脳内各部位を破壊した動物を用い味覚嫌悪学習の形成能を調べた。各動物には条件刺激と
してO.OlMサッカリン溶液を20分間飲ませ，直後に無条件刺激として0.15M塩化リチウムを腹腔内に注入した。条件
づけ翌日から 4 日間のサッカリン溶液摂取量を測定し，各破壊群ごとに比較した。破壊部位は，結合腕傍核，視床味
覚野，大脳皮質味覚野，扇桃体，無名質，分界条床核，海馬，内嘆皮質，視床下部外側野，視床下部腹内側核とした。
破壊はイボテン酸の脳内微量注入によって行った。
実験 2 (解剖学的実験) :実験 l より扇桃体と視床味覚野との情報連絡の存在が示唆されたので，扇桃体と視床味
覚野との線維連絡の有無を WGA-HRP 法を用いて調べた。
実験 3 (慢性記録実験) :扇桃体のニューロン自体が味覚嫌悪学習に関与しているか否かを慢性記録法によって調
べた。扇桃体に慢性記録用電極を刺入，固定し，味覚嫌悪学習前後の肩桃体ニューロンの活動を記録した。
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(研究結果)
実験 1 :結合腕傍核を破壊した動物は味覚嫌悪学習の形成能がほぼ完全に消失し，次いで視床味覚野，扇桃体の破
壊が大きな学習障害を生じ，海馬，大脳皮質味覚野の破壊で軽度の学習障害が見られた。その他の部位の破壊では有
意な学習障害は認めなかった。扇桃体を構成する亜核では外側核，基底外側核，基底腹外側核の破壊の大きさと学習
形成能との聞に有意の相関が認められた。
実験 2 :視床味覚野に WGA-HRP を注入した場合，扇桃体に HRP 陽性の細胞は認められなかった。扇桃体外側
核および基底腹内側核へ HRP を注入した場合，同側の視床正中部に HRP 陽性細胞がみられ，扇桃体中心核へ注入し
た場合，同側の視床正中部と視床味覚野に HRP 陽性細胞がみられた。扇桃体基底外側核へ注入した場合には視床に
は HRP 陽性細胞はみられなかった。
実験 3 : 46個の扇桃体のニューロンのうち 13個が学習前後でサッカリン溶液に対する応答に変化がみられた。その
13個のニューロンのうち 8 個が LiCl の腹腔内注入にも応答した。
(結論)
1 ) イボテン酸による脳局所破壊ラットについて味覚嫌悪学習形成能を調べた結果，結合腕傍核破壊群で学習が完
全に障害され，次いで視床味覚野破壊群，扇桃体破壊群，海馬破壊群，大脳皮質味覚野破壊群の順に学習障害は減
弱した。内嘆皮質，視床下部腹内側核，分界条床核，視床下部外側野，無名質の破壊によっては学習は障害されな
かった。
2 ) 扇桃体を構成する亜核のうち，外側核，基底外側核，基底腹外側核が味覚嫌悪学習に関与していることが示唆さ
れた。
3 ) 慢性記録実験から，扇桃体には条件づけ後に応答性が変化するニューロンや，味と内臓の両刺激に共に応じる
ニューロンが存在することが明らかになり，扇桃体のニューロン自体が学習に関与していることが示唆された。
4 ) 扇桃体への入力路として，視床味覚野から中心核に，視床正中部から外側核と基底腹外側核に入るルートの存
在が示唆された。
5 ) 本実験結果から結合腕傍核，視床味覚野，および視床正中部を経由した味覚性，内臓性情報は肩桃体に入力し，
味覚嫌悪学習を形成するものと考えられる。
論文審査の結果の要旨
本研究は，脳局所破壊動物に対して味覚嫌悪学習の形成能を調べることにより脳のいかなる部位が昧の記憶に関与
しているかを検索すると共に，解剖学的実験および電気生理学的実験の結果を合せて味覚嫌悪学習による味の記憶の
中枢機構を考察したものである。
その結果，結合腕傍核，視床味覚野，扇桃体，海馬，大脳皮質味覚野が味覚嫌悪学習に関与しており，結合腕傍核，
視床味覚野は主に情報伝達の中継部位として働き，結合腕傍核，視床味覚野および視床内側部を経由した味覚性，内
臓性情報が扇桃体に入力され，扇桃体において味覚嫌悪学習が形成されることが示唆された。
本研究は，味の記憶に関する中枢の局在とその機構を解明する上で非常に有益な示唆を与えるものであり，本研究
者は博士(歯学)の学位を得る資格があるものと認める O
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